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“いつも通り”を確実に。ABCで事故ゼロへ。
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お詫びと訂正
８月１日発行の第455号に於
いて、第27回文化・文芸コン
クールの受賞者名に誤りがあ
りましたのでここに訂正させて
いただきます。

〇ポスター　最優秀賞
（誤）吉田　暁子
　  （京橋運輸分会）  →　

大変ご迷惑をお掛けいたしました。
　　　　　　　　　大阪地方本部　情宣部

　
（正）宮田　勝己
　  （京橋運輸分会）

　
亭
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員

　18名の代議員から安全、組織、賃金、業務、
政治すべての主要課題について発言をいただ
いた。まだまだ発言を予定していた方もおられ
たとは思いますが、後ほど意見交換会もあり
ますので、会社幹部や現場長も来られますの
で足らずはそちらで対話をしていただければと
思います。｠ 
　安全について、たくさんのご意見をいただい
た。今日までの様 な々取り組みにより、安全意識
については確実に高まっています。しかしなが
ら、大切な仲間を失う事象や、鉄道死亡労災
に至らない交通事故などが発生しており、危機
感を持たなければなりません。ＪＲ西日本の業
務は、現場作業の多くをグループ会社や協力
会社に委託して運営されており、現場最前線で
は危険と隣り合わせの作業に携わっています。
　今一度、お客様に誓った安全を原点に立ち
返り、安全お守り手帳を活用し安全性向上の
取り組み継続をお願いしたい。
　ABC運動については、まだまだ組合員に浸
透が図れていない状況です。本部大会で決定
したロゴマークや標語、ポスターなどを活用し
て幅広く周知を図っていきたいと思います。
　また、事故後入社の組合員に、事故の事実
や悲惨さ・反省と教訓を、二度と同じ事故を繰
り返さないために、当時事故を経験した組合
員がしっかりと後輩に伝えられる環境を創り
出し、青年女性委員会とともに福知山線列車
事故を知る取り組みを重ねてまいります。
　組織では、大阪地本配属となった155名の新
入社員、および社会人採用の方の組織化も全員
加入となったことに感謝します。一方で、共済に
加入するスケールメリットを説明しながらも、加
入にいたらない方もおられた。来年度も、多くの
新入社員が大阪に配属されると予想される。大
阪地本全体で取り組みをすすめていきたい。
　この1年間に大阪地本管内で10人ほどの現
役組合員の方がお亡くなりになられた。その中
でも家族支援共済に入っていた方はおよそ半
分程度でした。ガイダンスに行かせてもらいま
したが、悲しみに暮れているご家族も「このよ
うな共済に入っているなんて知らなかった」と
喜んでおられました。

　まずは役員から率先して加入し、各種共済
の加入拡大の取り組みもすすめて参りたい。
　助け合いの精神が薄れていく時代になって
いるかもしれませんが、一人では生きていけま
せんし、職場の中には必ず困っていそうな組
合員がいると思います。先輩・後輩・同僚の話を
聞き、何か助けられることはがないのか、ひとり
ひとりに寄り添っていただき、人間関係を作り
上げ、職場・分会で解決できる部分をまずは
見出していただきたい。
　業務課題に関するご意見もたくさん頂戴し
た。今後、支部大会、分会大会など各級機関
でご意見も頂戴したいし、大会でなくとも、気
づきがあれば気兼ねなく我々に声を届けてい
ただきたい。
　大単位化の施策や効率化の施策が多く、
課題も山積していると思いますが、会社としっ
かりと議論して、施策実施後も改善すべきと
ころはしっかりと改善していきたい。賃金昇進
制度や定年延長の話も少しずつではあります
が進んでいます。皆さんの声を聞き、より良い
制度となるように、我 も々努力して参りたい。
　政治の関係については、来年4月には統一
地方選挙が控えている。前回の統一地方選
挙で残念ながら惜敗した、前奈良県議会議
員の田尻匠氏が再度挑戦する意向を示して
いる。様々なご意見があることは承知していま
すが、組織内議員としてこれまで頑張ってこら
れた実績もありますので、大阪地本として最後
まで全力で支援をしてまいりたいと思います。
　最後に、組合活動の原点は分会活動です。
世話役活動や声掛けなどを地道に行い、組
合員に信頼されるJR西労組を皆さんと共に
作っていきたいと思っております。分会で解決
できそうにない問題や課題は支部や地本に
相談してもらいたいと思いますし、我 も々しっか
りと対応して参ります。
　日々自分の時間で西労組運動を行ってい
ただいていることに改めて敬意を表したいと
思いますし、我 も々環境改善・待遇改善に向け
て全力で取り組んでいくことをお誓い申し上げ
総括答弁とさせていただきます。共に頑張りま
しょう！
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大阪地方本部大会 寺井書記長総括答弁
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